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「大和真富貴」六曲一双屏風

土12/15
2012.

日1/20
2013.

～

９：30～18：00
平成24年12月17日㈪・25日㈫・29日㈯～31日㈪
平成25年１月７日㈪・15日㈫

・中林梧竹記念館  ・牛津芦刈商工会
・佐賀県立博物館 など

土 日12/15 1/20～2012. 2013.

３会場共通券 1,000円（前売り800円、高校生以下無料）
※団体　20人以上800円

佐賀県立美術館中林梧竹記念館 小城公民館

「前途期約有～」軸

「海外飛香」双幅
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中

林
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の
皆
様
が
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一
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で
も
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に
足
を
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、
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の
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を
再
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と
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念
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167cm×60.5cm×12

145cm×75.5cm×2

212cm×113.5cm

「人間梧竹の原点」中林梧竹記念館
中林梧竹の人柄に触れる作品　99点
「至極の屏風展」小城公民館
畳敷の空間で味わう屏風の大作　15点
「今に生きる錬心の書」佐賀県立美術館
各年代ごとの代表作　71点

各会場テーマ

期 間

休館日

入場料

チケット
販売所

梧竹のゆかりの地

▲生誕地（小城町本町）
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　梧竹が82歳の頃に書いた作品です。「海外
飛香」とは、小城藩二代藩主・鍋

なべ

島
しま

直
なお

能
よし

が集
めた和歌集の題名です。「飛香」の二文字が
一筆で書かれているように見えます。

　 辛 巳 の 年（明 治
14・1881年）55歳
の時の作品です。牛
津を通り過ぎた時の
心情を詠んだ自作の
漢詩で、「気づいた
ら白髪が混じるほど
老いてしまったが天
山は昔と変わらず青
い」という内容が書
かれています。

　金屏風に書かれた大作で
す。 癸 卯 の 年（明 治36・
1903年）77歳の時に書か
れ、間近で見ると筆勢も見
ることができます。梧竹の
息づかいが感じられる作品
です。

　梧竹は、文政10（1827）年小
城藩士中林経緯の長男として生ま
れました。中林家は、代々小城藩
士として鍋島家に仕え、通称彦

ひこ

四
し

郎
ろう

、本名を隆
たか

経
つね

と言います。前半
生は小城藩士として過ごし、明治
維新後は書家としての人生を歩む
ことになります。56歳で書の勉強
のために清国（現在の中国）へ渡
り、帰国後は東京銀座の伊勢幸洋
服店に住みながら全国各地を旅し、
大正２（1913）年87歳の時に三日
月村で亡くなりました。



「観瀾」額

「妙法蓮華経神力品」額
Favorite

「鎮國之山銅碑拓本」軸

「臨・蘭亭叙」額

Favorite

Favorite

佐賀県立美術館中林梧竹記念館 小城公民館

「帰休三日月村旧村荘」軸

「梧と竹図」二曲屏風

「旧家名美天下知～」軸

50cm×135cm

145cm×57cm×2

33cm×280cm

137cm×69.5cm

185.5cm×94.2cm
80cm×25.4cm

175cm×88.5cm

永
渕
可
奈
さ
ん

　高校の書道の授業に出てきた
王羲之の蘭亭叙を梧竹さんも書い
ていたと知り、親しみを持ちました。
王羲之の蘭亭叙とはまた違う雰囲
気で書かれています。展覧会に
行って、ぜひ本物を見たいと思い
ました。（三日月町） 佐

賀
北
高
校

書
道
科
３
年

富士山頂に銅碑「鎮國之山」を建立

▲富士山図

◀富士山頂記念写真

山
口
昌
子
さ
ん

牛
津
中
学
校 

教
諭

　富士山に登り、日本一の書家としての碑を
建立した梧竹の偉業に誇りと感動を覚えます。
「百年後の開花宣言」を見事に実現した梧竹
は、小城の宝。ぜひ、「日本梧竹ここにあり」の
心意気を体感してほしいと思います。（牛津町）

明治天皇に書を献上

▲白羽二重

　郷土の偉人、書聖と言
われた梧竹翁の作品が全国
から集められた、またとない
機会です。「観瀾」は、芦
刈の方なら一度は見られた
ことがある作品ではないで
しょうか。現在は芦刈小学
校の校長室に掛けられてい
ます。（芦刈町）

小城市文化連盟会長

中島和夫さん

展示会場▶▶▶
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　梧竹が65歳頃の作品です。「観瀾」とは、波打ち際の
意味です。芦刈小学校の以前の校名は「観瀾小学校」で
した。

　明治20（1887）年、61歳の時の作品で
す。お経の一節が均一に書かれており緊張
感が伝わります。親交があった中

なか

野
の

健
けん

明
めい

（神
奈川県知事・元佐賀藩士）に贈ったもので、
中野家の墓所がある勝妙寺（三日月町）に
奉納されています。

　87歳の時の作品です。
親交のあった小

こ

寺
でら

芳
よし

次
じ

郎
ろう

に5月10日 に 東 京 を
出発し三日月に着いた
ことを知らせています。
梧 竹 は87歳 の5月 に 病
気のため30年近く住ん
でいた東京を離れ三日
月に帰ります。

　佐賀出身の明
治政府高官副

そえ

島
じま

種
たね

臣
おみ

の勧めで、
明治24（1891）
年明治天皇に書
を献上しました。
明治天皇からは
白羽二重の御衣
が贈られました。
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　己亥の年（明治32・1899年）、72歳の作品
です。中林家の先祖は、長野県出身と伝わっ
ており、梧竹が先祖ゆかりの地を訪ねた時の
心情を詠んだ詩です。

　明治35（1902）年に書
かれた作品です。書聖と
呼ばれた王

おう

羲
ぎ

之
し

の蘭亭叙
を手本に書いたものです

（臨書）。梧竹は王羲之を
敬愛しており多くの臨書
作品を残しています。し
かし、蘭亭叙の臨書はこ
の作品しか確認されてい
ません。

　梧竹は、梧
あおぎり

と竹を題
材にした絵も多く残し
ています。自分の屋敷
に梧と竹が多く繁って
いたので『梧竹』と名
乗ったと知人に語って
います。

　この拓本は、数年前に梧竹愛好家が
富士山で採取したものです。

　明治31（1898）年、梧竹は富士山頂に銅碑を建立させます。このとき初め
て富士山に登り、以後80歳までに８回富士登山を行っています。のちに銅碑
は落雷により破損しますが、昭和42（1967）年再建されています。日本一高
い所にある文字は梧竹が書いた「鎮國之山」と言えるかもしれません。



「高取伊好宛書簡」巻子

「富士山図」額

Favorite

関連イベント

「飛止机頭孛孛～」軸

「朱達磨図」軸

佐賀県立美術館中林梧竹記念館 小城公民館

主催：書聖・中林梧竹没後100年記念事業実行委員会
小城市・小城市教育委員会・小城市文化連盟・梧竹の会・佐賀県立美術館
佐賀県書作家協会・佐賀県書道教育連盟・佐賀新聞社・中林梧竹翁顕彰会

問合せ・申込み 中林梧竹記念館（桜城館２階）　☎71・1132

梧竹観音堂落成

◀観音堂（三日月堂）

▲横綱梅が谷一行との記念写真

67.5cm×24cm

32.3cm×124.5cm

村
岡
安
廣
さ
ん

　通称「白富士」と称されていま
す。昭和36年村岡総本舗本店
落成記念として購入した梧竹の
墨絵です。商品の包装紙にも使
用しています。（小城町）

㈱
村
岡
総
本
舗

41cm×110cm

12月15日（土）・16（日）
1月 5日（土）・6日（日）・12日（土）・13日（日）・19日（土）・20（日）
中林梧竹記念館　　　佐賀県立美術館
9時発／15時発　　　11時30分発／16時30分発

 「多久に残る梧竹の書」
・日　時：12月15日（土）～１月20日（日）
・入場料：無料
・問合せ：多久市郷土資料館 ☎75・3002

中林梧竹記念館 常設展示室は展示準備のため

12月3日（月）～14日（金）まで休館します。

・連携企画・

　佐賀県立美術館
・日　時：12月22日（土）14時～15時30分
　　　　 （案内者／白井右鬼さん：梧竹の会）
　中林梧竹記念館
・日　時：１月19日（土）14時～15時30分
　　　　 （案内者／森田和雄さん：梧竹の会）　

・展示案内・

・日　時：12月23日（祝）９時
　　　　 （中林梧竹記念館に集合、17時帰着予定です）
・定　員：35人　※定員になり次第締め切ります。
・参加費：1,000円（昼食代など）
　　　　 ※入場券（1,000円）は別途ご準備ください。
・行き先：各展示会場と市内の梧竹ゆかりの地を巡ります。

・探訪会・

小城会場　　佐賀会場無料シャトルバス運行
無 料

時 間

◇休館のお知らせ◇

しら　い　 ゆう　き

もり　た　かず　お

・日　時：１月12日（土）14時～15時30分　
・演　題：「中林梧竹 ～温故知新～」
・講　師：野中吟雪さん（新潟大学名誉教授） 
・場　所：佐賀県立美術館ホール 
・入場料：無料

・講演会・

の　なか  ぎん  せつ

180cm×63cm

展示会場▶▶▶
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　日本一の山である富士山に特別な想
いを持つ梧竹は、富士山の絵も描いて
います。空を薄く墨で塗り、山の部分
を白ヌキにしています。

　亡くなる３日前に書かれたもので絶筆とされる作品です。高
たか

取
とり

伊
これ

好
よし

は、多久出身の炭鉱経営で財をなした人物で梧竹の支援
者の1人でした。ここには、梧竹が所持する観音像を譲ると綴ら
れ、長年の支援に対して少しでも報いたいという心情が伺えます。

　仙台で書かれた作品です。
「面壁九年我百年」と書かれ
ており、中国の禅宗の祖、達
磨大師が壁に向かって座禅す
ること９年間の末に悟りを開
いたという故事と、自らの書
の修練をなぞらえています。
佐賀では初公開の作品です。

　 甲 午 の 年（明 治27・
1894年）仙台で書かれた
作品です。作品を書いてい
るときに鳩が硯に降り立
ち、紙の上を歩き回ったと
いうエピソードを詩に詠ん
でいます。

　明治39（1906）年80歳のときに梧竹は故郷小城の地に、信仰する観音像を
祭る場所を建立する事を思い立ちます。生家を離れた梧竹は、現在の三日月町
金田に観音堂を建てる場所をさだめます。明治41（1908）年、観音堂と住居「梧
竹村荘」が落成しました。観音堂には、観音像の他、中林家先祖や尊敬する人
物の位牌も安置されています。現在は小城市史跡に指定されています。



「高取伊好宛書簡」巻子

「富士山図」額

Favorite

関連イベント

「飛止机頭孛孛～」軸

「朱達磨図」軸

佐賀県立美術館中林梧竹記念館 小城公民館

主催：書聖・中林梧竹没後100年記念事業実行委員会
小城市・小城市教育委員会・小城市文化連盟・梧竹の会・佐賀県立美術館
佐賀県書作家協会・佐賀県書道教育連盟・佐賀新聞社・中林梧竹翁顕彰会

問合せ・申込み 中林梧竹記念館（桜城館２階）　☎71・1132

梧竹観音堂落成

◀観音堂（三日月堂）

▲横綱梅が谷一行との記念写真

67.5cm×24cm

32.3cm×124.5cm

村
岡
安
廣
さ
ん

　通称「白富士」と称されていま
す。昭和36年村岡総本舗本店
落成記念として購入した梧竹の
墨絵です。商品の包装紙にも使
用しています。（小城町）

㈱
村
岡
総
本
舗

41cm×110cm

12月15日（土）・16（日）
1月 5日（土）・6日（日）・12日（土）・13日（日）・19日（土）・20（日）
中林梧竹記念館　　　佐賀県立美術館
9時発／15時発　　　11時30分発／16時30分発

 「多久に残る梧竹の書」
・日　時：12月15日（土）～１月20日（日）
・入場料：無料
・問合せ：多久市郷土資料館 ☎75・3002

中林梧竹記念館 常設展示室は展示準備のため

12月3日（月）～14日（金）まで休館します。

・連携企画・

　佐賀県立美術館
・日　時：12月22日（土）14時～15時30分
　　　　 （案内者／白井右鬼さん：梧竹の会）
　中林梧竹記念館
・日　時：１月19日（土）14時～15時30分
　　　　 （案内者／森田和雄さん：梧竹の会）　

・展示案内・

・日　時：12月23日（祝）９時
　　　　 （中林梧竹記念館に集合、17時帰着予定です）
・定　員：35人　※定員になり次第締め切ります。
・参加費：1,000円（昼食代など）
　　　　 ※入場券（1,000円）は別途ご準備ください。
・行き先：各展示会場と市内の梧竹ゆかりの地を巡ります。

・探訪会・

小城会場　　佐賀会場無料シャトルバス運行
無 料

時 間

◇休館のお知らせ◇

しら　い　 ゆう　き

もり　た　かず　お

・日　時：１月12日（土）14時～15時30分　
・演　題：「中林梧竹 ～温故知新～」
・講　師：野中吟雪さん（新潟大学名誉教授） 
・場　所：佐賀県立美術館ホール 
・入場料：無料

・講演会・

の　なか  ぎん  せつ

180cm×63cm

展示会場▶▶▶

7 H24.12.5号小城広報
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平
成
23
年
度
小
城
市
の
家
計
簿

決
算
報
告

　平成23年度の小城市の決算がまとまりました。普通会計の決算をもとに前年度と比較
しながら家計に例えてみましたので、一緒に見ていきましょう。

　小城市の平成23年度普通会計決算額を1か月の家計に例えてみると、小城家の1か月の家計に
かかった金額は、45万2千円で前月（平成22年度）より2万8千円の増です。
　収入は、前月に比べて増加しています。その主な増加分は、雑収入（諸収入、負担金など）、
前月からの繰越金（繰越金）となっています。
　支出では、主に家の増改築費用（投資的経費）が増加しています。これは、
道路や施設などの建設費用が増加したためです。
　この他にも貯金（積立金）や医療費・教育費（扶助費）なども前月より
増加しています。
　一方で、来月への繰越金（繰越金）の額が大きく減少しています。原因は、
家の増改築費用などの支出の増加によるものです。

平成23年度
（A)

平成22年度
（B)

増減額
（A)-（B)（C)

増減率
（C)/(B) 備考

給料 87,345 84,118 3,227 3.8 市税

親からの援助 242,369 231,693 10,676 4.6 地方交付税
国庫支出金
県支出金
その他の交付金

雑収入 26,121 19,817 6,304 31.8 諸収入
分担金・負担金・
寄附金
使用料・手数料
財産収入

貯金の取崩し 20,508 19,132 1,376 7.2 繰入金

前月からの
繰越金 15,655 11,937 3,718 31.1 繰越金

新たな借入金 60,258 57,531 2,727 4.7 地方債

合　　計 452,256 424,228 28,028 6.6

小城家の１か月の収入・支出の内訳 普通会計　歳入・歳出の内訳

歳入総額

歳出総額

208億6,254万円

201億8,746万円

（単位：円、％）

（単位：円、％）

Ｈ24.3.31　住民基本台帳人口　46,130人

小城家の収入

小城家の支出
平成23年度

（A)
平成22年度

（B)
増減額

（A)-（B)（C)
増減率

（C)/(B) 備考

生活費 食費
医療費、
教育費等
ローンの返済

73,758
65,924

64,077

72,048
61,497

64,672

1,710
4,427

▲ 595

2.4
7.2

▲ 0.9

人件費
扶助費

公債費

その他
生活費 光熱水費・

消耗品等
自治会費・
クラブ会費等
子供への仕送り
家の修繕費
友達へ貸したお金

貯金

53,044

36,227

41,658
1,552
2,265

27,185

50,254

34,067

41,587
1,258
2,341

20,131

2,790

2,160

71
294

▲ 76

7,054

5.6

6.3

0.2
23.4

▲ 3.2

35.0

物件費

補助費等

繰出金
維持補修費
投資・出資金・
貸付金
積立金

家の増改築費 家の増改築費用 71,932 58,921 13,011 22.1 投資的経費

その他 来月への繰越金 14,634 17,452 ▲ 2,818 ▲ 16.1 歳計剰余金

合　　計 452,256 424,228 28,028 6.6

※１　自主財源とは、市が自ら調達できる収入です。
※２　依存財源とは、国や県の決定や割り当てに基づいて収入するものです。

※３　歳計剰余金とは、歳入総額－歳出総額の金額です。
　　　歳出総額には、歳計剰余金は入りません。

依
存
財
源
歳入

その他の交付金
6億1,798万円（3％）

諸収入
5億2,947万円（3％）

繰越金
7億2,215万円（4％）

使用料・手数料
2億8,926万円（1％）

分担金・
負担金・寄附金
2億4,086万円（1％）

財産収入
1億4,536万円（1％）

繰入金
9億4,603万円（4％）

地方債
27億7,970万円（13％）

国・県支出金
32億5,436万円
　　　   （16％）

地方交付税
73億816万円（35％）

市税
40億2,921万円
　　　　（19％）

自主
財
源

※2
※1

68％

32％

そ

の
他
の
経
費
歳出

積立金
12億5,406万円（6％）

歳計剰余金※3
6億7,508万円（3％）

投資・出資金・貸付金
1億449万円（1％）

維持補修費
7,159万円（0％）

繰出金
19億2,168万円
（9％）

補助費等
16億7,113万円
（8％）

物件費
24億4,690万円
（12％）

投資的経費
33億1,822万円（16％）

人件費
34億245万円
　　　　（16％）

扶助費
30億4,108万円
　　　　（15％）

公債費
29億5,586万円
　　　　（14％）

義務
的
経
費

36％
45％

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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指標からみる財政状況

小城市の貯金と借入金

【経常収支比率】使途を制限されない経常的な収入（地方税、普通
交付税などの毎年収入される性質のもの）に対する経常的な支出（人
件費、公債費、扶助費などの毎年経常的に支出されるもの）の割合
です。この割合が低いほど自由に使えるお金があることになります。

【公債費比率】市町村の一般財源の標準的な規模を「標準財政規模」
といい、これに対する公債費（借金）の占める割合です。借金の償
還が市の財政を圧迫していないかを示す指標です。

【実質公債費比率】平成18年度から市債（借入金）の発行が許可
制から協議制に移行したことで、従来の起債制限比率にかわり、こ
の新しい比率で起債制限を行うことになりました。この比率が18％
以上になれば、地方債の発行に許可が必要になり、25％以上になれ
ば、単独事業での地方債の発行が認められなくなります。

【財政力指数】地方公共団体の財政に力があるかどうかを表す指標
です。財政力指数が高いほど自主財源（地方公共団体が自ら調達で
きる財源）の割合が高く、財政力が強いことになります。これが１
を超えると、普通交付税は交付されなくなります。

　小城市の貯金は、177億1,725万円と
なり、前年度より６億896万円増えま
した。また、借入金は前年度より２億
4,505万円増え308億2,676万円となりま
した。今後も一般会計で、引き続き義
務教育施設の改築事業や市営住宅の改
築、下水道事業の整備を計画していま
す。そのため、小城市の貯金は今後減
少し、逆に借入金が少しずつ増加して
いくものと考えられます。

平成23年度 平成22年度

経常収支比率
財政の弾力性

（ゆとり）の指標
87.6% 　 85.7% 　

公債費比率
借金返済の割合

6.8% 　 9.8% 　

実質公債費比率
実質的な
借金返済の割合

7.1% 　 7.4% 　

財政力指数
自前の財源の割合

（３か年平均）
0.445 　 0.464 　

市民税徴収率
（現年課税分）

97.2% 　 97.0% 　

【問合せ】 牛  財政課　
　担当　土井・下村
　☎63・8804

基金名 平成23年度 平成22年度 対前年度
財政調整基金 19億9,863万円 15億8,280万円 4億1,583万円

減債基金 21億4,720万円 18億4,308万円 3億412万円

公共施設整備基金 23億4,682万円 26億3,314万円 △2億8,632万円

その他特定目的基金 112億2,460万円 110億4,927万円 1億7,533万円

合　　　計 177億1,725万円 171億829万円 6億896万円

会計 平成23年度 平成22年度 対前年度
一般会計 182億2,793万円 181億3,192万円 9,601万円

簡易水道特別会計 3,345万円 3,520万円 △175万円

下水道特別会計 125億6,538万円 124億1,459万円 1億5,079万円

合　　　計 308億2,676万円 305億8,171万円 2億4,505万円

会計 平成23年度 平成22年度 対前年度
水道事業会計 7億2,101万円 7億6,105万円 △4,004万円

病院事業会計 2億6,957万円 2億8,385万円 △1,428万円

合　　　計 9億9,058万円 10億4,490万円 △5,432万円

貯金（年度末残高）

借入金（年度末残高）

企業会計借入金（年度末残高）

※普通会計分の基金残高です。

H23決算報告 で検索！
市のホームページから



H24.12.5号小城広報 10

各会計の決算収支

平成23年度に実施した主な事業を紹介します

平成23年度会計別決算

平成23年度公営企業会計決算 

※�平成23年度決算報告（普通会計）のグラフと上記の普通会計の小計が合わないのは、普通会計間でのやり取り（繰入繰出）
がなかったもの（相殺）として処理しているためです。なお、今年度については、天山地区共同塵芥処理場組合の解散
に伴い、精算分を普通会計へ計上した分も影響しています。

会計名 歳入決算額 歳出決算額

普通
会計

一般会計 206億4,942万円 201億8,531万円
授産場特別会計 2,570万円 2,377万円
小　　　計 206億7,512万円 202億908万円

特別
会計

簡易水道特別会計 680万円 506万円
下水道特別会計 21億3,001万円 20億5,327万円
国民健康保険特別会計 50億8,861万円 53億3,208万円
後期高齢者医療特別会計 4億3,402万円 4億2,751万円
小　　　計 76億5,944万円 78億1,792万円

合　　計 283億3,456万円 280億2,700万円

会計名 収益的収入および支出 資本的収入および支出

病院事業会計
病院事業収益 11億6,310万円 資本的収入 7,218万円
病院事業費用 12億1,785万円 資本的支出 6,045万円

水道事業会計
水道事業収益 2億7,981万円 資本的収入 2億522万円
水道事業費用 2億6,843万円 資本的支出 2億6,668万円

総務課
消防施設・設備整備事業　1,445万5千円
　災害から市民の生命、身体、財産を守るため、災
害時に備えて消防施設および消防設備の整備などを
行いました。

環境課
中継センター運営費　4億8,834万7千円
　市内のゴミを収集し、唐津市にある佐賀県廃棄物
処理施設「クリーンパークさが」でごみの処理を行
いました。

企画課
本庁舎増改築事業　2億5,702万7千円
　本庁舎方式への移行に向け、増築庁舎整備などに
取り組みました。

福祉課
通所型介護予防事業　1,888万1千円
　要介護状態・要支援状態にならないように、要介
護状態になる可能性のある方々に対して、通所によ
る各種予防事業を行いました。

国保年金課
特定健康診査等事業　1,557万7千円
　40歳以上の被保険者に対し義務化された内臓脂肪
型肥満（メタボリックシンドローム）に着目した健
康診査と保健指導を行いました。

健康増進課
ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業
　　　　　　　　　　　　　　　3,307万4千円
　ヒブ・肺炎球菌による乳幼児の髄膜炎を予防する
ため、ワクチン接種を行いました。
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学校教育課
放課後児童健全育成事業　4,037万6千円
　各小学校に放課後児童クラブを設置・運営し、
子どもたちへ安全な場所を提供するとともに、保
護者の子育て支援を行いました。

こども課
特別保育事業　3,262万2千円
　児童福祉の向上のため、保育園が行う特別保育事
業（延長保育促進事業等）に対し補助金を交付し、
子育て支援を行いました。

生涯学習課
小城市社会体育施設指定管理事業　4,049万円
　民間活力の導入などによる効率的かつ柔軟な運営
を行うとともに経費の削減を目指し、市内の社会体
育施設（８施設）の管理・運営業務を㈶小城市体育
協会へ委託することとしました。

文化課
中林梧竹没後100年記念事業　139万2千円

下水道課
下水道整備事業　13億126万6千円

教育総務課
芦刈小学校建設事業　4億4,653万円
　老朽化した芦刈小学校給食室の改築を行いました。

商工観光課
即戦力企業誘致基盤整備事業 2億1,044万5千円
　企業誘致体制の強化を図り、誘致活動を積極的に
展開し、優良企業の立地を促進するための基盤整備
を行いました。

建設課
住宅リフォーム緊急助成事業　5,286万6千円
　市内の住宅リフォーム工事の促進による住宅の質
の向上および地域経済の活性化を図ることを目的に、
助成事業を行いました。

中心市街地活性化推進室
中心市街地活性化事業　4,246万4千円

都市整備推進室
社会資本整備総合交付金事業 3億1,991万2千円
（旧まちづくり交付金事業）（芦刈地区）
　人口減少が進行する芦刈地区の拠点形成のため、
地域交流センター整備事業、集落ネットワーク型地
域力づくり推進事業、戸崎川遊歩道整備事業を行い
ました。

農林水産課
漁業経営構造改善事業　676万1千円
　漁業生産基盤の充実などを目的に、カキ殻糸状体
培養場に対する補助やノリ養殖指導船の建造補助を
行いました。

農村整備課
戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業
　　　　　　　　　　　　　1億2,277万8千円
　農業生産基盤の充実のため、麦・大豆といった戦
略作物等の生産拡大の支障となっている排水不良農
地の排水整備を行いました。

　書聖・中林梧竹翁の没後100年を記念した、講演会
などの各種プレイベントを実施しました。

　中心市街地の再生を図るため、まちなか賑わい拠
点「おぎ元気館」の運営および、まちの駅ネットワー
ク構築事業、空き店舗対策、チャレンジ起業家支援
事業等に対する助成を行いました。

　小城市内の下水道計画区域の浄化センターや下水
道管の整備を進めました。



　  小城市の国保は危機的です！

　  赤字となっている主な原因は?
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４年連続　歳入不足のため国保税率等を改定します

平成23年度の国民健康保険特別会計の決算額は、

　　歳　入　　５,０８８,６１１,８９９円
　　歳　出　　５,３３２,０８５,０３５円　　
　　差　引　　　 ２４３,４７３,１３６円 の不足

　この不足する約２億４千万円は、翌年度の予算から
補うという決算処理を行っています。このような状況
は、平成20年度決算から続いています。 平成20年度  平成21年度  平成22年度  平成23年度  

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

52,443

243,473

単位：千円歳入不足額

①医療費などの支払いの伸び
　保険給付費には、医療費、出産育児一時金、
葬祭費などが含まれます。
　支払い額が右肩上がりで増加しています。

②介護納付金、後期高齢者等支援金支払い分に対する収入不足
　介護納付金、後期高齢者等支援金は、それぞれ
国民健康保険特別会計の中から、介護保険制度、
後期高齢者医療制度へ納めるものです。その財源
は、国民健康保険税と、定率で支払われる国、県
の負担金などですが、大幅に不足しており、介護
納付金と後期高齢者等支援金を合わせて、

累積約３億６千万円もの不足
となっています。

介護納付金 後期高齢者等支援金
収入 支出 差引額 収入 支出 差引額

平成20年度 179,142,111 200,314,040 -21,171,929 402,850,687 463,594,310 -60,743,623
平成21年度 172,708,664 191,911,190 -19,202,526 432,544,703 503,799,117 -71,254,414
平成22年度 173,554,465 202,408,412 -28,853,947 398,341,158 451,100,453 -52,759,295
平成23年度 186,122,547 224,908,404 -38,785,857 435,922,313 502,206,390 -66,284,077

累積不足額 108,014,259 251,041,409

108,014,259 ＋ 251,041,409 ＝ 359,055,668

平成20年度　　平成21年度　　平成22年度　　平成23年度  

3,800,000

3,600,000

3,400,000

3,200,000

3,000,000

2,800,000

3,170,172

3,642,110

単位：千円

保険給付費
平成20年度から4億7千万円も増えています

収入分
支出分

※40歳以上から65歳未満の方は、介護保
険分が保険税に含まれます。

医療分
後期高
齢者支
援金分

介護
保険分

納める国保税

図1

図2

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

単位：円



　  平成25年度から国民健康保険税率等を改定します

13 H24.12.5号小城広報

小 市 保 財 事城 国 の 政 情

３

４年連続　歳入不足のため国保税率等を改定します

★モデルケース★
◦夫（40歳代、給与収入300万円）
　妻（40歳代、無職）
　子ども２人　…の場合の課税額　
　平成24年度　366,200円
   　➡ 平成27年度　427,500円

●65才以上の夫婦で、
　年金収入200万円　…の場合の課税額

（2割軽減された税額となります。）
平成24年度　129,200円　
      ➡ 平成27年度　141,700円

　図２のように支出額が大きく膨らんでいますが、収入の源である国民健康保険税の税率などは、
平成20年度から変わっていません。
　このままでは、さらに赤字額が膨らむことが予想されます。小城市国民健康保険の安定した運営
のために平成25年度から国民健康保険税率等を改定することになりました。

　急激な負担を抑えるために、３年間かけて少しずつ改定していきます。
　それでもなお、これまでの累積赤字額を解消することはできませんが、一般会計からの補填も行
いながら運営していきます。

　〜赤字を減らすためにできること〜
　①毎年の健康診断を受け、病気の予防と早めの治療を心がけましょう！
　②国保税をきちんと納めましょう！

【問合せ】 小  国保年金課　担当　坂田・岩本　☎73・8802

所得割率

年　度 医療分 支援分 介護分
（40歳以上） 合　計

平成24年度現行 8.8 2.2 1.1 12.1
平成25年度 9.2 2.3 1.9 13.4
平成26年度 9.4 2.4 2.2 14.0
平成27年度 9.6 2.4 2.5 14.5

均等割額(人員割)

年　度 医療分 支援分 介護分
（40歳以上） 合　計

平成24年度現行 24,000 6,000 6,000 36,000
平成25年度 25,600 6,600 8,100 40,300
平成26年度 26,000 6,700 8,600 41,300
平成27年度 26,400 6,800 9,100 42,300

平等割額(世帯割)

年　度 医療分 支援分 介護分
（40歳以上） 合　計

平成24年度現行 29,600 7,400 5,000 42,000
平成25年度 31,600 7,800 5,500 44,900
平成26年度 32,000 7,900 5,600 45,500
平成27年度 32,400 8,000 5,700 46,100

単位：％

単位：円

単位：円
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各課からのお知らせ

確
定
申
告
受
付
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、
本
庁
舎
へ
の
業
務
移
行

に
伴
い
、
本
庁
舎
を
中
心
拠
点
と
し
て

申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
申
告
期
間
中
は
、
各
会
場
（
芦
刈
、

牛
津
、
小
城
）
で
も
期
間
を
設
定
し
て

受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
１
月
18
日
㈮
の
区
長
文
書
配

達
時
に
「
平
成
25
年
度
市
県
民
税
申
告

及
び
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま

す
」
と
い
う
冊
子
を
全
世
帯
に
配
付
し

ま
す
。

　
詳
細
は
、冊
子
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
度
と
開
催
期
間
・
受
付
場
所
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
休
日
受
付

　
平
成
25
年
３
月
３
日
㈰
、
10
日
㈰　

　
９
時
～
16
時　

　
小
城
市
役
所
（
三
日
月
庁
舎
）	

　
【
問
合
せ
】

　
　

 

税
務
課

　
担
当　
友
田
・
森
永

　
☎
73
・
８
８
０
１

小

確定申告 で検索！
市のホームページから

●申告受付期間および場所
内容 期間 場所 受付時間

還付申告 ２／12(火)～15(金) 小城市役所（三日月庁舎） ９時～16時
市県民税申告・確定申告 ２／18(月)～３／15(金) 下記のとおり ９時～16時

期間 受付場所 対象地域
2／18(月)～22(金) 小城市役所（三日月庁舎） 三日月町全域

芦刈会場(ひまわり) 芦刈町全域
2／25(月)～3／１(金) 小城市役所（三日月庁舎） 三日月町・牛津町全域

小城会場(小城公民館) 小城町全域
3／４ (月)～８(金) 小城市役所（三日月庁舎） 小城町･芦刈町全域

牛津会場(小城市議会棟)   牛津町全域
3／11(月)～15(金) 小城市役所（三日月庁舎） 市内全域

平
成
24
年
度　
小
城
市
職
員
採
用
試
験
（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）

〈
行
政
職　
土
木
〉　
１
名
程
度

　
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、
土
木
工
事
の
設
計
・
施

工
管
理
、
都
市
計
画
、
道
路
計
画
、
都

市
基
盤
整
備
な
ど
の
業
務
に
、
即
戦
力

と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
を

求
め
ま
す
。

◆
採
用
年
月
日　

　
平
成
25
年
４
月
１
日

◆
受
験
資
格

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

・�

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

・�

建
設
会
社
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
に
お
い
て
、道
路
、橋
り
ょ
う
、

河
川
、
砂
防
、
急
傾
斜
地
、
上
下
水

道
等
の
分
野
に
係
る
土
木
工
事
の
計

画
、
設
計
、
積
算
、
施
工
管
理
業
務

等
に
従
事
し
た
職
務
経
験
が
平
成
24

年
11
月
末
日
現
在
で
通
算
し
て
５
年

以
上
あ
る
方

◆
第
一
次
試
験　
書
類
選
考

◆
第
二
次
試
験　

　
平
成
25
年
１
月
27
日
㈰

◆
受
験
手
続

　
申
込
書
お
よ
び
試
験
案
内
な
ど
は
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
申

込
書
、
ア
ピ
ー
ル
シ
ー
ト
を　

総
務

課
に
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
受
付
期
間

　
12
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

※�

郵
送
の
場
合
、
12
月
28
日
㈮
消
印
有

効
。

◆
受
付
時
間

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

【
問
合
せ
】　

 

総
務
課

　
担
当　
池
田
・
村
岡

　
☎
63
・
８
８
１
８

牛

牛

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

職員採用 で検索！
市のホームページから
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各課からのお知らせ

年末年始のごみ・し尿収集などのお知らせ

廃棄物中継センターへ持ち込まれる方にお願い
【注意①】ごみカレンダーでごみの処分方法を確認し、分別してから持ち込んでください。
　　　　（混在や分別出来ていない場合は、持ち込みできません。）

【注意②】12/28（金）、12/29（土）、１/４（金）、１/５（土）は、ごみの量が多くなるため、
　　　　 「剪定くず、草、木くず」は持ち込みできません。 ※１/７（月）から持ち込みできます。 

【注意③】年末年始は、持ち込み車両で大変混雑しますので、係員の指示にしたがってください。
　　　　 なお、ごみの持ち込みは、お早めにお願いします。

◎燃 え る ご み 収 集 …… 月・木曜日区域は、年明けて１月５日（土）から収集します。
　　　　　　　　　　　　　（当日の朝８：30までに出してください。）
◎燃えないごみ収集 …… コンテナが満杯の時は、各家庭で保管をお願いします。
◎粗 大 ご み 収 集 …… 年末は12月27日（木）まで回収します。（受け付けは、12月21日（金）までです）
　　　　　　　　　　　　　  年始は１月10日（木）から回収します。

◎資源物収集　１月の収集日　　※１月２日（水）は、収集しません！
　◉１月９日（水）　紙類・硬質プラスチック　　◉１月16日（水）　容器包装プラスチック
　◉１月23日（水）　発泡トレイ・飲料缶　　　　◉１月30日（水）　ペットボトル
　（詳しくは、平成24年度小城市ごみ分別カレンダーをご確認ください！）

【問合せ】 小 環境課　担当　久原・川崎　☎73・8803／小城市廃棄物中継センター　担当　古賀・森　☎66・1630

12月 1月
24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

燃える
ごみの
収集

市内
全域

月・木曜日区域 ○ ○

休み 休み

○ ○

火・金曜日区域 ○ ○ ○

水曜日区域 ○

資源物
の

収集
市内全域

○
ペット
ボトル

休み

ごみの
直接持込

市内
全域

小城市廃棄物
中継センター
☎66・1630

○ ○ ○ ○
○

（草木類
不可）

○
（草木類

不可）
休み 休み

○
（草木類

不可）

○
（草木類

不可）
休み

○

８：30〜16：00 8：30〜
15：00

8：30〜
16：00

8：30〜
15：00

8：30〜
16：00

資源物の
直接持込

市内
全域

小城消防署北分署
南側敷地 ○

９：00

〜

16：00

○
９：00

〜

16：00
休み

○
９：00

〜

16：00

○
９：00

〜

16：00
休み 休み

△
９：00

〜

12：00

○
９：00

〜

16：00牛津庁舎東側車庫

し尿
汲み取り

市内全域 ○ ○ ○ ○ ○ △
午前中 休み △

午前中 休み ○

申込について

 し尿汲み取りは、お住まいの地区の下記の許可業者に直接申し込んでください。

 【小城町、三日月町の一部】㈲小城新生興業社（☎72・3091）

 【三日月町の一部】ヤマトカンキョウ（株）（☎62・0059）

 【牛津町、芦刈町】(有)天山環境開発工業（☎66・1356）

火葬場 市内
全域

天山地区
共同斎場組合
☎76・2657

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休み ○ ○ ○ ○ ○ ○

○…収集有り、可　　△午前中…午前中のみ可　　休み…収集無し、不可
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各課からのお知らせ

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　
市
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。
入
札
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
以
下
の
事
項
を
確
認
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
地
目　
宅
地

◆
売
却
条
件　
住
宅

◆
入
札
・
開
札
の
日
時

・
入
札　
平
成
25
年
１
月
18
日
㈮
10
時

・
開
札　
入
札
後
直
ち
に
行
い
ま
す
。

◆
入
札
・
開
札
の
場
所

　
小
城
市
役
所
（
三
日
月
庁
舎
）　

◆
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
・
期
間

・
場
所　
　

 

財
政
課
（
５
番
窓
口
）

・
期
間　
12
月
５
日
㈬
～
25
日
㈫

　
　
　
　
９
時
～
17
時

　
　
（
土
・
日
は
除
く
）

◆
入
札
参
加
の
申
込
み

　
入
札
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
12
月

25
日
㈫
ま
で
に
　 

財
政
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
受
け
付
け
は
来
庁
に
よ
る
申
し
込
み

の
み
と
し
、
郵
送
な
ど
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。（
土
・
日
は
除
く
）

◆
入
札
保
証
金

　
申
し
込
み
と
同
時
に
見
積
も
る
入
札

金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
の
金
額
を

現
金
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
落
札
者
以
外
の
入
札
保
証
金
は
返
還

し
ま
す
。

◆
契
約
保
証
金

　
売
買
契
約
を
締
結
す
る
際
に
売
買
代

金
の
全
額
を
納
付
し
な
い
場
合
は
、
売

買
代
金
の
１
０
０
分
の
10
以
上
の
金
額

を
契
約
保
証
金
と
し
て
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
契
約
保
証
金
は
売
買
代
金
の
１
部
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
土
地
の
下
見

　
各
自
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
　 
財
政
課

　
担
当　
池
田
・
永
江

　
☎
63

・

８
８
０
４

牛

牛
牛

番号 所在地（行政区） 公簿面積 参考価格

① 小城町202番地5
（西小路） 130.17㎡ 1,660,000円

② 小城町松尾3658番地12
（横町） 123.22㎡ 2,360,000円

③ 小城町松尾3658番地5
（横町） 115.50㎡ 2,220,000円

④ 小城町畑田2900番地7
（平原） 358.31㎡ 7,380,000円

⑤ 小城町畑田2709番地5
（不二町） 252.76㎡ 6,510,000円

⑥ 小城町畑田2709番地6
（不二町） 282.32㎡ 7,270,000円

⑦ 牛津町柿樋瀬966番地
１外１筆　　　（柿樋瀬）1880.71㎡ 17,490,000円

④
小
城
町
平
原

⑥
小
城
町
不
二
町

③
小
城
町
横
町

⑤
小
城
町
不
二
町

①
小
城
町
西
小
路

⑦
牛
津
町
柿
樋
瀬

市有地売却 で検索！
市のホームページから

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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各課からのお知らせ

今
月
末
に
小
城
市
役
所
（
新
庁
舎
）
へ
移
転
し
ま
す

　
来
年
１
月
か
ら
の
庁
舎
の
統
合
化
に

向
け
て
、本
年
７
月
末
に
増
築
庁
舎（
小

城
市
役
所
西
館
）
が
完
成
し
、
現
在
、

三
日
月
庁
舎
の
改
修
工
事
を
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
改
修
工
事
の
状
況
は
、
外
壁

な
ど
の
外
装
工
事
が
終
わ
り
、
外
部
足

場
の
撤
去
も
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

内
装
工
事
も
順
調
に
進
み
、
現
在
、
空

調
・
衛
生
器
具
、
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の

備
品
の
取
り
付
け
や
、
情
報
通
信
機
器

接
続
の
た
め
の
配
線
工
事
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
備
品
の
取
り
付

け
な
ど
を
行
い
、
12
月
の
中
旬
ま
で
に

は
、
電
気
・
機
械
設
備
の
試
験
・
調
整

な
ど
を
完
了
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
１
月
か
ら
の
庁
舎
の
統
合
化

で
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
の
場
所
が
変
更

に
な
る
た
め
、
移
転
先
と
な
る
施
設
の

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
転
後
の
各
課
の
配
置
に
つ
い
て

　
三
日
月
庁
舎
の
改
修
工
事
完
了
後
、

１
月
４
日
㈮
か
ら
下
記
の
場
所
で
業
務

を
行
い
ま
す
が
、
小
城
市
役
所
東
側
駐

車
場
は
工
事
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
３

月
中
旬
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
ご
用
の
方
は
、
小
城
市
役
所
西
館
の

正
面
玄
関
南
側
の
第
一
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
12
月
29
日
㈯
〜
１
月
３
日
㈭
ま
で

の
戸
籍
届
出
や
電
話
予
約
に
よ
る
時

間
外
交
付
の
ご
案
内
は
、
次
号
12
月

20
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
工
事
の
進
捗
状
況
の
写
真
な
ど

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。　

【
問
合
せ
】　

 

企
画
課

　
本
庁
舎
移
行
推
進
係

　
担
当　
池
田
・
野
口

　
☎
73
・
８
８
３
７

三

移転後の各課等の配置
《小城市役所　西館》
　1階：市民課（消費生活相談室）、国保年金課、環境課、
　　　　福祉課、こども課、健康増進課、税務課、会計局 　
　2階：総務課（選挙管理委員会）、企画課、財政課　　

《小城市役所　東館》
　1階：農林水産課、農村整備課、
　　　　商工観光課（㈳市観光協会）、
　　　　都市整備推進室、建設課、土地改良区
　2階：下水道課、農業委員会、学校教育課、
　　　　教育総務課、生涯学習課
　3階：監査委員事務局、議会事務局

《桜城館》　文化課、小城市民図書館小城館
《おぎ元気館》　中心市街地活性化推進室
《生涯学習センター「ドゥイング三日月」》
　三日月公民館、小城市民図書館三日月館
《牛津公民館》
　牛津公民館、小城市民図書館牛津分室

①《小城公民館》
　市民課窓口、水道課、小城公民館
②《ショッピングプラザ「セリオ」》
　市民課窓口
③《芦刈地域交流センター「あしぱる」》
　市民課窓口、芦刈公民館、小城市民図書館芦刈分室

セリオ

芦刈庁舎

芦刈地域
交流センター

県
道

国道207号

長崎本線

牛津駅

国道 203号
県立小城
高等学校

小城
公民館

桜岡
小学校

① ② ③

小城市役所

県道川上牛津線

第一
駐車場

駐
車
場

国
道
２
０
３
号

東
館西館

JAさが三日月支所

各
市
民
課
窓
口
の
移
転
先

本庁舎 で検索！
市のホームページから
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みんなで守ろう公共交通
バス

バス

公共交通機関の利用をお願いします!!

どなたでも利用できます！ ～市内巡回バス・タクシー～

　自家用車の普及や利用者の減少により、日本全国で、路線バスや市内巡回バス・タクシーなどの公共
交通機関の運行は厳しい状況となっています。しかし、その一方で小城市でも高齢化が進み、交通手段
をお持ちでない方にとってのバスや乗合タクシーといった公共交通機関の必要性は高まっています。　
　また、公共交通機関は環境にも優しい交通手段です。路線バスや市内巡回バス・タクシーなどの運行を、
今後も継続していくためにも、市民の皆さんに実情をご理解いただき、積極的なご利用をお願いします。

　市民の皆さんの交通手段の確保のために、市内巡回バス・タクシーを運行しています。
　小城市内にお出かけの際には、ぜひ市内巡回バス・タクシーをご利用ください！

※市内巡回バス・タクシーは平日のみ運行しています。（土日祝日および年末年始は運休します）
※芦刈町乗合タクシーは月・水・金曜のみの運行です。（当該日が祝日等の場合は運休）
※料金は1回200円（大人）です。このほか、各種割引制度も設けています。
※運行時刻表や運行路線図は、小城市のホームページからダウンロードできます。

№ 名　称 路　線 運行便数 主な経由地 運行時間帯

① 小城町巡回バス
岩松線 2便／日 桜楽館→馬場→清水→東新町→桜楽館

８：30～17：04三里線 3便／日 桜楽館→峰→右原→アイル→桜楽館
晴田線 3便／日 桜楽館→出分→中村→寺浦→平原→桜楽館

② 三日月町巡回バス
北回りコース 3便／日 ゆめりあ→大地町→市民病院→甘木→ゆめりあ

８：40～16：47
南回りコース 3便／日 ゆめりあ→道辺→金田→社→五条→ゆめりあ

③ 牛津町巡回バス
勝・柿樋瀬線 3便／日 アイル→勝→乙柳→練ヶ里→柿樋瀬→アイル

８：30～17：44砥川線 3便／日 アイル→砥川町→両新村→内砥川→寺町→アイル
天満町～芦刈線 3便／日 アイル→友田→三条→下古賀→天満町→アイル

④ 芦刈町乗合タクシー
(あしま～る） あしま～る線

1便／日（往路）社搦→弁財→新村→六丁→西戸崎→セリオ前→牛津駅 ８：20～ ９：10
1便／日（復路）牛津駅→セリオ前→西戸崎→六丁→新村→弁財→社搦 12：05～12：55

⑤ 広域循環バス
左回り 2便／日 アイル→セリオ前→ゆめりあ→市民病院→アイル ９：20～11：36
右回り 2便／日 アイル→市民病院→ゆめりあ→セリオ前→アイル 14：00～16：51

22.50％

22.00％

21.50％

21.00％

20.50％

20.00％

40,000 人

35,000 人

30,000 人

25,000 人

20,000 人

15,000 人

10,000 人

5,000 人

0人

20.88％

31,028 人

平成18年度

21.40％

35,553 人

平成19年度

21.80％

33,595 人

平成20年度

22.06％

29,190 人

平成21年度

22.24％

20,820 人

平成22年度

22.21％

18,639 人

輸送人員

高齢化率

平成23年度

市
内
巡
回
バ
ス
の
利
用
者
及
び
高
齢
化
率
の
推
移

※平成 22年１月から
　有料化
※高齢化率とは、総人
　口に占める 65歳以
　上人口の割合

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

巡回バス
で検索！

市のホームページから
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バス

バス

バス

市内巡回バス利用者の声

皆さんのご意見やご要望を募集しています!!

牛津町巡回バス「砥川町バス停」に手作りベンチを設置しました！
～砥川町育成会～

　公共交通機関をより便利で使いやすくするため、路線バスや市内巡回バス・タクシーなどの公共交通
に関する皆さんのご意見やご要望を募集しています。
　寄せられましたご意見やご要望は、小城市地域公共交通活性化協議会などで審議し、今後の運行の参
考とさせていただきます。

　○ご意見・ご要望先　小城市地域公共交通活性化協議会事務局（ 牛 企画課内）
　　　　　　　　　　　☎63・8803　担当　光岡・村岡　《E-mail》kikaku@city.ogi.lg.jp

　砥川町育成会（福
ふ く

田
だ

剛
ご う

会長）では、おじいちゃんやおばあちゃんがゆっくり休憩しながらバスを待て
るように、子ども達が育成会キャンプのときにみんなで力を合わせてベンチを製作し、同区のバス停に
設置しました。
　このベンチには、『元気いっぱい　笑顔であいさつ　明るく楽しい砥川町』という、さわやかなキャッ
チフレーズとたくさんの人や動物たちの笑顔がベンチいっぱいに描かれ、お年寄りや地域への思いが込
められています。
　いつまでも大事に利用しましょう！

≪製作者≫
　古

ふ る

川
か わ

陽
ひ

之
の

季
き

さん（5年）　蒲
か も

原
は ら

　桃
も も

佳
か

さん（2年）
　塚

つ か

原
は ら

　花
は な

道
み ち

さん（5年）　藤
ふ じ

瀬
せ

　愛
あ い

梨
り

さん（2年）
　藤

ふ じ

瀬
せ

　稚
わ か

菜
な

さん（5年）　井
い の

上
う え

亜
あ

沙
さ

美
み

さん（1年）
　井

い の

上
う え

瑛
え

里
り

香
か

さん（4年）　福
ふ く

田
だ

　綾
あ や

乃
の

さん（年少）

中島美惠子さん（小城町）81歳　　小城町巡回バス（三里線）利用

●巡回バスをどれぐらい利用しますか？
　　バスの運休日（土・日・祝日）以外は毎日利用しています。月・水・金曜日は桜楽館の「い
きいきふれあいサロン」、火・木曜日は買い物や通院に利用しています。

●巡回バスのいいところは？

　　三里からでも市民病院に行けるところが便利です。料金も私のように毎日利用する人
には、月 2,000 円で乗り放題の『おぎパスカード』があるので、お得なところがいいですね。
　また、このバスの一番いいところは、同じバスを利用する方々と顔見知りになり、おしゃ
べりしているうちに友達が増えていくところだと思います。

●ご意見やご要望はありますか？

　　利用者が増えればもっとバスが楽しくなるので、たくさんの人に利用してほしいと思
います。それと、多くの友達が巡回バスを利用して桜楽館の「いきいきふれあいサロン」
に来ていますので、サロンの回数を減らさないでほしいです。▲車内でも人気者な中島さん

なか しま   み    え    こ
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各課からのお知らせ

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
（
指
名
願
い
）
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
、
26
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
（
指
名
願
い
）
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
公
共
工
事
な
ど
の
入
札
へ
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
「
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
（
指
名
願
い
）
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　
入
札
参
加
資
格
の
審
査
は
、
２
年
に

１
回
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
◆
受
付
期
間

　
平
成
25
年
１
月
４
日
㈮
～
31
日
㈭

◆
受
付
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

◆
書
類
形
態

　
A
４
サ
イ
ズ
（
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
留

め
）
で
一
部

※�

今
回
か
ら
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
で
の

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
有
効
期
間　
（
２
年
間
）

　
平
成
25
年
４
月
１
日
～

平
成
27
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
提
出
書
類

　
提
出
書
類
な
ど
は
、各
担
当
窓
口(

建

設
課
・
財
政
課)

で
配
布
す
る
ほ
か
、

小
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

《
建
設
工
事・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
》

　
　

 

建
設
課

　
担
当　
右
近
・
井
手
口

　
☎
63
・
８
８
２
５

《
物
品
・
そ
の
他
業
務
委
託
関
係
》

　
　

 

財
政
課

　
担
当　
池
田
・
永
江

　
☎
63
・
８
８
０
４

芦牛

融
資
・
貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
の
た
め
の
融
資
制
度

◆
金
利　
年
利
２
・
２
％

（
金
利
変
動
有
・
保
証
料
は
小
城
市
全

額
負
担
）

◆
融
資
限
度
額　
１
、
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

・
運
転
資
金　
７
年
以
内

・
設
備
資
金　
10
年
以
内

※�

運
転
資
金
、
設
備
資
金
を
併
用
し
た

場
合
、
設
備
資
金
の
貸
付
額
が
全
体

の
２
分
の
１
以
上
の
時
は
10
年
以
内
。

◆
利
用
条
件

・�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
お
よ

び
個
人
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
同
一
の
事
業
を
１
年
以
上

引
き
続
き
経
営
し
、
運
転
資
金
お
よ

び
設
備
資
金
を
必
要
と
す
る
方

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
担
保　
原
則
不
要

◆
保
証
人

・
個
人
事
業
者　
原
則
不
要

・
法
人
の
場
合　
原
則
法
人
代
表
者
の
み

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
小
城
商
工
会
議
所
☎
73
・
４
１
１
１

　
牛
津
芦
刈
商
工
会
☎
66
・
０
２
２
２

勤
労
者
の
方
へ
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す

　
勤
労
者
の
た
め
の
貸
付
制
度
で
す
。

教
育
・
出
産
・
医
療
・
介
護
・
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
生
活
資
金
に
利
用
で
き
ま
す
。

◆
金
利　

　
年
利
２
・
１
％
（
固
定・保
証
料
別
）

◆
融
資
限
度
額　
１
５
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間　
５
年
以
内

◆
利
用
条
件

・�

小
城
市
在
住
で
、
年
収
が
１
５
０
万

円
以
上
の
方

・�

世
帯
の
年
間
所
得
金
額
が
５
０
０
万

円
以
下
の
方

・
保
証
機
関
の
保
証
が
得
ら
れ
る
方

※
担
保　
不
要

◆
保
証
人　
保
証
機
関
の
保
証

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
九
州
労
働
金
庫
小
城
多
久
支
店

　
☎
72
・
３
１
３
１

【
問
合
せ
】

　
　

 

商
工
観
光
課

　
担
当　
山
口
・
原
口

　
☎
73
・
８
８
１
３

小

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

指名願い で検索！
市のホームページから
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急
増
中
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
の
９
割
以
上
が
喫
煙

者
で
、
別
名
「
タ
バ
コ
病
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
喫
煙
者
の
半

数
以
上
が
発
症
し
ま
す
。

　
肺
の
機
能
は
一
度
壊
れ
て
し
ま
う
と

元
に
戻
り
ま
せ
ん
。
今
は
症
状
が
な
く

て
も
、
タ
バ
コ
を
吸
い
続
け
る
と
、
10

年
、
20
年
後
に
は
自
力
で
呼
吸
す
ら
で

き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
心

配
な
方
は
専
門
医
（
呼
吸
器
内
科
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
最
も
効
果
的
な
予
防
法

は
禁
煙
で
す
。

◆
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
症
状

　
最
初
は
か
ぜ
の
症
状
と
似
て
い
ま
す

が
、
進
行
す
る
に
つ
れ
次
第
に
息
切
れ

が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
呼

吸
が
苦
し
く
な
り
、
通
常
の
歩
行
や
会

話
も
困
難
に
な
り
、
酸
素
ボ
ン
ベ
が
手

放
せ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
危
険
性
が
高
い
方

・
慢
性
的
に
せ
き
と
痰
が
出
る

・
息
切
れ
し
や
す
い

・
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
（
吸
っ
て
い
た
）

・
40
歳
以
上

◆
禁
煙
の
方
法

①�

禁
煙
外
来
：
薬
を
用
い
て
医
師
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
禁
煙
す
る
方

法
。
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②�

禁
煙
補
助
剤
：
薬
局
で
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
の
購
入
が

可
能
で
す
。
吸
い
た
い
気
持
ち
が
和

ら
ぎ
ま
す
。

③�
市
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
：
保
健
師
が
３

か
月
間
そ
の
方
に
あ
っ
た
禁
煙
方
法

を
紹
介
し
、
支
援
し
ま
す
。
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④�

自
力
で
頑
張
る
：
手
軽
に
ト
ラ
イ
で

き
ま
す
。
吸
い
た
い
気
持
ち
へ
の
対

処
法
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と
で

成
功
率
が
上
が
り
ま
す
。
禁
煙
の
本

や
禁
煙
し
た
方
の
体
験
談
な
ど
参
考

に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
失
敗
し
て
も

得
る
も
の
は
多
い
は
ず
で
す
。
あ
き

ら
め
ず
再
度
ト
ラ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】　

 

健
康
増
進
課

　
担
当　
吉
次
・
横
尾　

　
☎
73
・
８
８
２
２

三

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

　
年
内
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
所
得
税
や
市
民
税
の
申
告
に
お

い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
原
則
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
証
明
書
は
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
す

で
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来

年
の
２
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
が
済
む

ま
で
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
『
控
除
証
明
書
』
の
代
わ
り
に

保
険
料
の
領
収
書
で
も
社
会
保
険
料

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
紛
失
な
ど
で
控
除
証
明
書
の
再
発

行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
佐
賀
年

金
事
務
所 

国
民
年
金
課
☎
31
・
４

１
９
４
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
　
国
保
年
金
課　

　
担
当　
嘉
村
・
岩
本

　
☎
73
・
８
８
０
２　

小
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平
成
24
年
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
支
払
っ
た
方
へ
、
確
定
申
告
に

必
要
な
納
付
証
明
書
を
平
成
25
年
１
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◆�

普
通
徴
収
の
場
合

（
納
付
書
払
い
・
口
座
振
替
）

　
送
付
す
る
納
付
証
明
書
の
「
普
通
徴

収
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
特
別
徴
収
の
場
合
（
年
金
天
引
き
）

　
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ

る
源
泉
徴
収
票
の
「
社
会
保
険
料
の
金

額
」
の
欄
に
、
納
付
証
明
書
の
「
特
別

徴
収
」
の
欄
の
金
額
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
普
通
徴
収
で
納
付
し
た
保
険
料
が

な
け
れ
ば
、
申
告
の
際
に
納
付
証
明
書

を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、特
別
徴
収
で
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

本
人
分
以
外
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】　

 

国
保
年
金
課

　
担
当　
江
頭
・
清
水

　
☎
73
・
８
８
０
２

小

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

納
付
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額 
（うち消費税相当額）

予定価格 
（うち消費税相当額） 落札率 入札執行課

小城公共下水道事業
小城三日月汚水幹線詳細設計業務

㈱昭和設計九州事務所
㈱日建技術コンサルタント佐賀営業所
オリジナル設計㈱福岡事務所

㈱日新技術コンサルタント佐賀出張所
㈱三水コンサルタント西部支社

㈱極東技工コンサルタント佐賀事務所
パシフィックコンサルタンツ㈱佐賀事務所

㈱東京設計事務所佐賀事務所
日本水工設計㈱佐賀事務所・㈱日水コン佐賀事務所

日本上下水道設計㈱九州総合事務所

㈱日建技術
コンサル
タント
佐賀営業所

16,329,422
(777,592)

19,792,500
(942,500) 82.50

下水道課
☎63・8827

芦刈特定環境保全公共下水道事業
中継ポンプ設置工事

新明和工業㈱流体事業部営業本部九州支店
㈱協和製作所・㈱クボタ九州支社・㈱ミゾタ
㈱酉島製作所佐賀営業所・㈱九電工佐賀支店

㈱荏原製作所九州支社

㈱九電工
佐賀支店

10,059,000
(479,000)

13,230,000
(630,000) 76.03

牛津公共下水道事業
宿古賀第1号　管渠布設工事

西岡建設㈱・㈱下村建設・㈱政工務店
㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド

㈱中島工務店・岡本建設㈱・㈱久保建設

岡本建設㈱ 53,340,000
(2,540,000)

58,695,000
(2,795,000) 90.88

三日月特定環境保全公共下水道事業
四条・島溝第1号　管渠布設工事 ㈱大義建設 52,710,000

(2,510,000)
57,960,000
(2,760,000) 90.94

(繰越)農業体質強化基盤整備促進事業
門前水路整備工事 ㈱下村建設 27,247,500

(1,297,500)
28,875,000
(1,375,000) 94.36 農村整備課

☎63・8821(繰越)農業体質強化基盤整備促進事業
三条水路整備工事 ㈱政工務店 48,510,000

(2,310,000)
51,450,000
(2,450,000) 94.29

三日月特定環境保全公共下水道事業
佐織第2号　管渠布設工事 ㈱中島工務店 53,550,000

(2,550,000)
59,115,000
(2,815,000) 90.59

下水道課
☎63・8827

牛津公共下水道事業
第1号調査設計測量業務

㈱有明エンジニアリング・九州技術開発㈱
㈱親和コンサルタント
エースエンジニアリング㈱

㈱エスジー技術コンサルタント・朝日テクノ㈱
西日本総合コンサルタント㈱

㈱コスモエンジニアリング佐賀支店

西日本総合
コンサル
タント㈱

16,170,000
(770,000)

18,102,000
(862,000) 89.33

芦刈特定環境保全公共下水道事業
第1号調査設計測量業務

㈱有明エンジニアリング・九州技術開発㈱
㈱親和コンサルタント

㈱九州構造設計・国際技術コンサルタント㈱
㈱トップコンサルタント・九州水工設計㈱

㈱アーバン設計

国際技術
コンサル
タント㈱

17,325,000
(825,000)

19,299,000
(919,000) 89.77

道路新設改良事業
佐織・三ヶ島線道路改良工事

水田建設㈱・㈱中部ガス・㈲古川建設
㈱豊城建設・㈱城南建設
㈱嶋本建設・服巻建設㈱

㈱エィ･ティ･ジー・㈱江里口造園小城支店
㈱城南建設 20,895,000

(995,000)
22,050,000
(1,050,000) 94.76

建設課
☎63・8825

芦刈小学校改築事業
芦刈小学校改築(機械設備)工事

田島興産・中部ガス設備共同企業体
九州恵・本田設備共同企業体
松尾・古賀機械設備共同企業体
栄城・久保建設共同企業体

田島興産
中部ガス設備
共同企業体

207,480,000
(9,880,000)

233,210,250
(11,105,250) 88.97

教育総務課
☎73・8806

三王崎排水機場上屋改修工事 ㈱野口装建・㈱ヤマサキ・㈱ハットリ工業
㈲山東美建・小川塗装店・㈱フジタ工業 ㈲山東美建 7,350,000

(350,000)
10,920,000
(520,000) 67.31 建設課

☎63・8825道路新設改良事業
船田・土生線道路改良工事 西岡建設㈱・㈱下村建設・㈱政工務店

㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド
㈱中島工務店・岡本建設㈱・㈱久保建設

㈱久保建設 31,500,000
(1,500,000)

33,925,500
(1,615,500) 92.85

(繰越)農業体質強化基盤整備促進事業
東戸崎水路整備工事 岡本建設㈱ 38,115,000

(1,815,000)
40,425,000
(1,925,000) 94.29

農村整備課
☎63・8821

(繰越)芦刈小学校改築に伴う
屋外倉庫棟・飼育小屋棟建築工事

㈱下村建設・㈱エグチ・ビルド・服巻建設㈱
㈱中島工務店・㈱古賀木材センター ㈱下村建設 20,160,000

(960,000)
21,029,400
(1,001,400) 95.87

教育総務課
☎73・8806

入 札 結 果 の 公 表

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。
　入札結果のとりまとめは建設課で行っていますが、
　入札結果の詳細は、各入札執行課へ直接お問い合わせください。 【問合せ】 芦  建設課　担当　西田・右近　☎63・8825

（単位：円、％）（10月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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12月は
地球温暖化防止月

間です！ 地球温暖化防止に
取り組みましょう!

～家庭でできる温暖化対策～
私たちの生活を見直し、二酸化炭素の排出を減らすための取り組みの一部分です。

出来るものから始めてみましょう。

○暖房温度を１℃低く設定する

○シャワーを１日１分家族全員が減らす

○ポットや炊飯ジャーの保温を止める

○買い物袋を使い、省包装の商品を選ぶ

○週２日往復８ｋｍの車の運転をやめる

○待機電力を50％削減する

○風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

○家族が同じ部屋で団らんし、暖房・照明利用を２割減らす

○テレビ番組を選び、１日１時間テレビ利用を減らす

○１日５分のアイドリングストップを行う

年間約33㎏のCO2の削減
年間で約1,800円の節約

年間約69㎏のCO2の削減
年間で約7,100円の節約

年間約34㎏のCO2の削減
年間で約1,900円の節約

年間約58㎏のCO2の削減

出典：環境省「身近な地球温暖化対策～家庭でできる10の取り組み」
【問合せ】 小 環境課 　担当　吉岡・福元　☎73・8803

年間約184㎏のCO2の削減
年間で約9,200円の節約

年間約60㎏のCO2の削減
年間で約3,400円の節約

年間約7㎏のCO2の削減
年間で約4,200円の節約

年間約238㎏のCO2の削減
年間で約10,400円の節約

年間約14㎏のCO2の削減
年間で約800円の節約

年間約39㎏のCO2の削減
年間で約1,900円の節約

　寒い季節は、自動車交通量の増加や暖房器具の使用など
で二酸化炭素の排出量が増大するため、地球温暖化に悪影
響を及ぼす時期でもあります。
　地球温暖化を防止するため、私たち一人ひとりが身近な
ところから環境に優しい暮らしを心がけましょう。
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各課からのお知らせ

・
テ
レ
ビ
消
し
、
会
話
も
ご
ち
そ
う
、
朝
ご
は
ん
。 

田た

中な
か　
綾あ

や　
　
　
岩
松
小　
　
５
年

・
い
た
だ
き
ま
す
　
か
ぞ
く
み
ん
な
で
　
あ
さ
ご
は
ん 

船ふ
な

岡お
か　
き
ら　
　
晴
田
小　
　
１
年

・
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、
三
つ
の
リ
ズ
ム
で
毎
日
元
気 

真ま
な
ご子　
華か

奈な　
　
晴
田
小　
　
５
年

・
朝
ご
は
ん
　
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
ら
　
お
い
し
い
ね 

松ま
つ

江え　
陽ひ

菜な　
　
三
日
月
小　
２
年

・
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
　
頭
ス
ッ
キ
リ
　
行
っ
て
き
ま
す
！ 

西に
し

岡お
か　
汐だ

い

輔す
け　
　
三
日
月
小　
３
年

・
あ
さ
ご
は
ん
　
元
気
な
一
日
　
は
じ
ま
る
よ 

大お
お

野の　
睦む

つ

日ひ　
　
三
日
月
小　
４
年

・
朝
ご
は
ん
　
家
族
の
あ
い
を
　
ふ
か
め
ま
す 

原は
ら

野の　
綾あ

や

香か　
　
三
日
月
小　
６
年

・
朝
ご
は
ん
、
私
の
カ
ラ
ダ
の
目
覚
ま
し
時
計 

干ほ
し

場ば　
彩あ

や

花か　
　
三
日
月
小　
６
年

・
あ
さ
ご
は
ん
、
え
が
お
も
げ
ん
き
も
わ
い
て
く
る
。

村む
ら

中な
か　
晴は

る

香か　
　
牛
津
小　
　
１
年

・
早
く
寝
て
　
朝
は
し
っ
か
り
　
朝
ご
は
ん
！ 

江え

藤と
う　
綾あ

や

香か　
　
牛
津
小　
　
６
年

・
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
み
ん
な
で
健
康
！ 

小こ

林ば
や
し　
ル
イ　
　
牛
津
小　
　
６
年

・
一
日
の
　
ス
タ
ー
ト
を
き
る
　
朝
ご
は
ん 

森も
り

永な
が　
結ゆ

衣い　
　
牛
津
小　
　
６
年

『早寝・早起き・朝ごはん
　　　　　　 カレンダー』
 原画・標語入選作品決定!!
 【問合せ】 小  生涯学習課　担当　筒井・西岡
 　　　　  ☎73・8808

原
画
の
部

標
語
の
部

　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣

の
向
上
の
た
め
に
、
夏
休
み

期
間
中
に『
早
寝・早
起
き・

朝
ご
は
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
』
の

原
画
と
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。
市
内
の
小
・
中
学
校
か

ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
原

画
と
標
語
そ
れ
ぞ
れ
12
点
が

入
選
作
品
に
決
定
し
ま
し

た
。
選
ば
れ
た
作
品
は
、
２

０
１
３
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
と

し
て
小
・
中
学
生
に
配
布
し

ま
す
。

池
いけ

田
だ

　羽
は

矢
や

人
と

　岩松小１年東
ひがし

島
じま

　凜
りん

奈
な

　岩松小２年

萩
はぎ

原
はら

　万
ま

皓
ひろ

　小城中１年

金
かな

丸
まる

　晃
あき

子
こ

　岩松小４年

江
え

原
はら

　まりや　三日月中３年

圓
え ん

城
じょう

寺
じ

　洸
こ う

英
え い

　桜岡小３年樋
ひ

渡
わたし

　紗
さ

幸
ゆ き

　桜岡小４年

野
の

村
むら

　明
あ

日
す

香
か

　小城中３年

兵
ひょう

動
ど う

　孝
た か

子
こ

　桜岡小６年 古
こ

賀
が

　百
もも

葉
は

　桜岡小５年

森
もり

永
なが

　美
み

和
わ

　晴田小１年

久
く

我
が

　愛
まな

実
み

　三日月中２年

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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Information情報いろいろ

図書館牛津分室　
クリスマス会

　パネルシアター、大きな絵本、工作などクリス
マスプレゼントもあります！
　皆さんお誘いあわせの上、参加お待ちしています。
◆日時　12月25日（火）　11時～12時
◆場所　牛津公民館　２階　第２研修室
【問】小城市民図書館  牛津分室　☎63・8813

佐賀県療育支援センター児童発達支援センター『くすのみ園』
25年度入園希望受付について

　知的発達の遅れや集団生活に不安のある自立歩
行可能な在宅の幼児さんを対象に、通園での集団
療育支援を行います。
◆対象年齢　２歳～６歳未満
◆予定人員　10人程度
◆受付期限　平成25年１月11日（金）
【問】佐賀県療育支援センター　☎62・2131　

有
料
広
告

図書館
雑誌付録プレゼント

　小城市民図書館各館で購入している雑誌の付録
を、抽選でプレゼントしています。どんなものが
あるかは来てみてのお楽しみ！
◆応募方法
　図書館内に設置している応募箱に欲しいプレゼ
ントの番号を書いて応募してください。

（カード登録されている方のみ応募できます。）
◆応募期間　　
≪小城館・三日月館≫
　12月11日（火）～ 12月28日（金）
≪牛津分室・芦刈分室≫
　12月11日（火） ～ 12月26日（水）
◆当選発表　１月5日（土）　
　ご不明な点は各館までお問い合わせください。
【問】三日月館 ☎72・4946　小城館　 ☎71・1131
　　　 牛津分室 ☎63・8813　芦刈分室 ☎63・8833

sense～音楽と絵の展覧会～　市丸未来 宮原千春
矢山昭子 小城出身の3人のアーティストによる展覧会

　クリスマスも近い冬の展覧会、ピアノの曲目も、
油彩と陶彩の絵画作品もこの季節ならでは、この
３人ならではのものを目指しました。
　お誘い合わせの上、ご来場ください。
◆日時　12月11日（火）～12月16日（日）
　　　　11時～19時　※土、日は10時～
◆場所　牛津赤れんが館　※入場料　無料
≪ピアノコンサート≫
　12月15日(土)、12月16日(日)　14時～
※入場料　1,000円
【問】☎090・9071・5502（市丸）

ママだってワクワクしたいん
だもん！大作戦

　子育て中のママたちを対象とした、地域で『な
にか』を始めたい方におすすめの講座です。ぜひ
ご参加ください。
◆日時　12月12日（水）　10時～11時30分
◆場所　深川家住宅（小城町877-2）
◆申込　随時受付（定員20人）
【問・申】NPO法人佐賀県放課後児童クラブ連絡会
　　　　　☎60・6137
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有
料
広
告

幸せのクリスマスの灯
キャンドル

　太陽から採火した１本の幸せの種火からみんな
で5,000本のキャンドルに灯していきます。
◆日時　12月22日（土）、23日（日）18時～20時
◆場所　小城幼稚園と周辺通り　
◆23日のイベント内容
　イヴ礼拝、聖歌隊による讃美歌、卒園生による
生誕劇、シャナ・コンサート（オカリナ＆ギター）
【問】幸せのクリスマスの灯実行委員会　☎73・3210（力武）

優良運転者を表彰します

冬の交通安全県民運動実施

◆表彰基準
・ 交通安全協会に加入されている方
・ 現に自動車（原付を含む）を運転されている方
・ 過去に同一の表彰を受けていない方
・�次の表彰区分に該当する方
　10年表彰（地区表彰）、20年表彰（県表彰）、
　30年表彰（県表彰）
※�表彰基準など、不明な点はお問い合わせください。
◆申込方法
　配布済の申請書に記入、押印の上（委任状含む）
申請手数料を添えて下記まで提出ください。
◆提出期限（期間厳守）　12月25日（火）
【問】�小城地区交通安全協会事務局
　　（小城警察署内）☎73・2281

　12月20日（木）は、「交通事故死ゼロを目指す日」
　「守ろう交通ルール　高めよう交通マナー」を
運動のスローガンに12月12日（水）〜21日（金）
までの10日間「冬の交通安全県民運動」が実施さ
れます。この期間中は、
①子どもと高齢者の交通事故防止
②�夜間における交通事故防止
③飲酒運転の根絶
を運動の重点に交通安全運動を行っていきます。
　冬季は、忘年会などで飲酒の機会が多くなると
ともに、帰省などに伴う交通量の増加や夕暮れが
早くなり視認性が低下するため、交通事故が多発
する傾向にあります。交通ルールを守り、交通事
故防止に心がけましょう。
【問】� 牛 総務課　☎63・8818

秋の一斉清掃
お疲れさまでした

　10月21日（日）を基準とし実施された今年の秋
の一斉清掃はみなさんのご協力により、無事終了
しました。秋晴れの下、市内全域で約9,000人の方
が清掃活動に参加され、地区内の環境保全にご協
力いただきました。
　今後も「自分たちのまちは自分たちできれいに
しましょう」を合言葉に積極的な環境保全活動を
よろしくお願いします。
【問】 小 環境課　☎73・8803

個別予防接種を受けることが
できる市内医療機関の変更

　４月に各世帯に配付している『子どもの健康カ
レンダー』の医療機関に、一部変更がありました
のでお知らせします。
◎…要予約　×…受けられない

【問】 三 健康増進課　☎73・8822

医療機関名 電話番号 三混（DPT）
３歳未満 ３歳以上

ひらまつ病院 72・2111 × ◎　
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放火による火災の防止

　放火火災は、平成９年以降連続して全国の出火
原因の第１位を占めています。放火火災による被
害の軽減を図るため、次の項目にご注意ください。
◆建物に対する放火防止対策

（１）建物の周囲に燃えやすいものを放置しない。
（２）ポストに郵便物や新聞などを溜めこまない。
（３）�施錠管理をきちんと行い、外部からの侵入を防ぐ。
（４）照明器具の設置により暗がりをなくす。
◆車両に対する放火防止対策

（１）車両の施錠管理をしっかり行う。
（２）荷台に荷物を積んだまま駐車しない。
（３）�ボディーカバーをする際には、防炎製品を使

用する。
◆その他のものに対する放火防止対策

（１）夜間にゴミを放置しないようにする。
（２）�ゴミは指定された場所、日時以外は搬出しな

いようにする。
（３）�ゴミ集積場所の環境づくりを地域ぐるみで実

施する。
◆地域における放火防止対策

（１）�防火・防災訓練を開催して、地域住民の防火
意識を高める。

（２）外出時には、隣近所に一声かけて協力を求める。
【問】�・佐賀広域消防局　予防課☎33・6765
　　  ・小城消防署　☎66・1541

平成24年工業統計調査を
実施します

　工業統計調査は、我が国における工業の実態を
明らかにすることを目的とする政府の重要な調査
で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査
です。調査結果は、中小企業施策や地域振興など
の基礎資料として利活用されます。

《平成24年工業統計調査》
◆対象　従業者４人以上の全ての製造事業所
◆調査基準日　12月31日（月）
　調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の
目的外（税の資料など）に使用することは、絶対
にありません。調査の趣旨・必要性をご理解いた
だき、ご協力をよろしくお願いします。
【問】� 牛 企画課　☎63・8803

「千美展」開催！

　牛津町出身の書家、中島千香子と美紀の二人に
よる書作展「千美展」。赤れんが館の魅力を書を通
して発信していきます。ぜひ足をお運びください。
◆期間　12月20日（木）
　　　　　 ～23日（日）
◆時間　10時～18時まで
◆場所　牛津町赤れんが館
【問】☎080・1768・8836（中島）

読
ん
で
当
て
よ
う
！

ハガキまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号・希望するプレゼントと「読者
のひとこと」を必ず添えて、12月 20日（木）（当日必着）までに、ご応募ください。（１人につき１通）
【応募先】〒849-0302　牛津町柿樋瀬 1100番地 1　小城市総務課秘書広報係　《Eメール》kouhou@city.ogi. lg.jp

応
募
方
法

今号の「広報さくら」を読んで、
次の○○に入る言葉をそれぞれお答えください。

問題

プレゼント商品
梧竹さんは、○○山頂に、
銅碑「鎮國之山」を建立しました。
地球温暖化防止に取り組みましょう！
12月は地球○○○防止月間です。

1

2
★梧竹特別展ペアチケット
　（記念ふろしき（非売品）付き） 【5組様】
★クリアファイル　　 【5名様】

※当選者の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報の取り扱いについて
　お寄せいただいた個人情報は商品の発送にのみ使用させていただき、この目的以外に使用することは一切ありません。

★10月 5日号の答えは、①祈願 ②スポレクでした。27通（正解者 24人）の応募の中から、当選者にはプレゼント送付しました。

◎
小
城
市
の
い
ろ
ん
な
所
を
ク
イ
ズ
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
く
ん
ち
祭
は
こ
れ
か
ら
も
永
久
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◎
小
城
に
住
み
始
め
て
10
年
が
た
ち
ま
す
が
、
晴
気
の
お
く
ん
ち
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
伝
承
芸
能
っ
て
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

◎
毎
回
お
す
す
め
の
レ
シ
ピ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◎
広
報
紙
で
す
か
ら
制
約
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
一
方
的
な
連
絡
事
項
に
終
始
し
て
い
る
。

読 コーナー者
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住
民
基
本
台
帳
に
も
と
づ
く
人
の
動
き
　
平
成
24
年
10
月
31
日
現
在
　（
前
月
比
）　
　
　
人
口
46,324

人（
＋
21）/男

性
21,900

人（
＋
19）/女

性
24,424

人（
＋
2）/ 世

帯
数
15,341

世
帯（
＋
8）

三日月龍王浮立保存会（田中）
☎73・3343

参加者大募集 !!

全長
15m

「あーも！ファミリー」の レシピ
スイートポテト １人分→133kcal

おすすめ

【問合せ】健康増進課　☎73 ･ 8822

あーも！パパ

プロフィール：ご飯が大好きで力持ちのパ
パ。好き嫌いをしたり、食べ残したりする
と「あーもねー」と言って怒ります。

材 料 4 人分
■さつま芋
■塩
　　■バター
　　■砂糖
　　■牛乳
　　■バニラエッセンス
■卵黄

・・・・・・・・・２５０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・少々

・・・・・・・・１５ｇ
・・・・・・・大さじ３
・・・・・・・大さじ２

少々
・・・・・・・・・・・・・適量

ワンポイントアドバイス
　熱いうちにさつま芋を裏ご
ししてからAを加えるとさら
になめらかに仕上がります。

今回は、男の料理教室に

参加してきました。

三日月龍王
　　浮立保存会

　
　
年
12
月
の
辰
の
日
に
近
い
日
曜

日
に
奉
納
さ
れ
る
「
三
日
月
龍
王
浮

立
」。
全
長
15
m
の
親
龍
と
13
m
の

子
龍
が
勢
い
よ
く
舞
い
ま
す
。
こ
の

浮
立
は
「
八
大
龍
王
」
を
祀
る
「
織

島
神
社
」
の
浮
立
の
復
興
と
、
町
の

民
話
「
藤
が
く
れ
の
滝
」
の
逸
話
が

融
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
、
雨
が
降
ら
ず
干
ば
つ
が
続
い

た
た
め
、
村
人
が
天
山
に
雨
乞
い
に

向
か
っ
て
い
る
と
水
が
流
れ
る
音
が

聞
こ
え
ま
し
た
。
音
が
す
る
方
に

行
っ
て
み
る
と
、
大
蛇
が
い
て
退
治

し
よ
う
と
す
る
も
、
身
ご
も
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
、
逃
が
し
ま
す
。

す
る
と
不
思
議
な
声
が
聞
こ
え
、
し

ば
ら
く
す
る
と
雨
が
降
っ
て
き
た
と

い
う
逸
話
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
以
前
は
雨
乞
い
の
儀
式
と
し
て
、

干
ば
つ
の
時
だ
け
舞
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
14
年
か
ら
途
絶
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
14
年
に

「
三
日
月
龍
王
浮
立
保
存
会
」
と
し
て

発
足
し
、
現
在
は
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
の
55
人
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
龍
の
迫
力
あ
る
舞
と
子
ど
も
達
の

元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
に
は
、
日
々

の
練
習
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　
子
龍
の
世
話
役
の
陣
内
博
行
さ
ん

は
「
今
後
も
色
ん
な
行
事
に
参
加
し
、

龍
王
浮
立
を
広
め
、
こ
の
貴
重
な
伝

承
芸
能
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

毎

小城のいろんな話
題を突撃レポート

！

《作り方》
1

2
3

4

さつま芋の皮をむき、一口大に切って、水
にさらして、アクを抜いておく。
鍋にさつま芋と塩を入れて、やわらかく茹
で、熱いうちにつぶす。
Aを加え弱火でなめらかになるまで練る。
形をととのえてアルミカップにのせ、表面
に卵黄をうすく塗る。
３００℃に予熱したオーブン（トースター）
で表面に焼き目がつくまで焼いたら完成！

今年の奉納は12月16日（日）11時から織島神社（三日月町）で開催されます。
躍動感ある龍の舞いを見にぜひおでかけください。　

募集
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】総
務
課

☎
63
・
８
８
１
８

お
ぎ
レ
ポ

出
演
者
大
募
集
!!

VOL.9
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じ
ん
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